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１年生として登校するのも…あと２３日です。１年とはあっという間だとつくづく感じます。ついこの前
入学したばかりだと思っていたのに…。この１年で体力・体格だけでなく、学力や生活力などでも大きく成
長しました。放課後の時間や休日などは小学校の時と違い、忙しい日々の中にも充実感があったのではない
でしょうか。目標をしっかり持ち、日々の生活を前向きに取り組んできた生徒も大勢いました。まだまだ課
題はたくさんありますが、仲間と共に成長していけるようにこれからも見守り、そして励まし、支えていき
たいと思います。

志発表会 ２／１(金）
１年間“志”を学んできました。ようこそ先輩、地

域探訪や先輩授業…など多くの活動を通して得た物は
大変多くあったのではないでしょうか。成長した姿を
見てもらい、さらにアドバイスをもらうことを目的と
した「志発表会」を３年生に見学してもらいました。
発表後にはアドバイスをもらい、参考になりました。
豊田中学校の伝統になりつつある“志”を今後も継

承していきたいですね。

車いすツインバスケ ２／５(火）
ボランティア活動 障害者スポーツ「車いすツインバスケ」を体育科の授業
１年教室南側の側溝の清掃を登校後の時間を として１年生全員で行いました。２０歳ぐらいで交通事故

使って取り組んでいます。多いときには１０人 で脊髄を傷つけてしまい、障害者としての生活が始まった
近くの生徒が手伝ってくれています。 こと。障害者スポーツを通して前向きに生活することのす
日増しに昇降口前が綺麗になっていくのが分 ばらしさなどをお話ししていただきました。通常使用する

かります。参観会の時にぜひご覧ください。 車いすと競技用の車いすを乗り比べながら、障害者スポー
ツの理解につながったと思います。

【修学旅行＋オリパラ情報】
今後…少しずつ分かってきたこと、検討していること、決定したことなどをお知らせしていきます。その

都度、御意見をいただければありがたいです。電話や手紙でも結構ですし、お子さんのあゆみ（予定帳）に
メモのような形でも結構です。

＜決定事項＞ ※保護者の皆さんから御意見をいただき、その後職員でも検討の結果、以下のように
決定させていただきます。

「京都・奈良方面への修学旅行」＋「オリパラ観戦」 ※ただし、日帰りか１泊かは検討中

＜検討事項＞※御意見をいただければありがたいです。よろしくお願いします。
実は…今までの修学旅行では４～５万円程度（タクシー研修も含めて）の費用がかかっていました。
そこに一生に一度（？）のオリパラのチャンスを子どもたちに見せてあげたい…と思って企画した
「オリパラの観戦」は日帰り（１種目）で２万程度、１泊（２種目）で３万程度の費用がかかりま
す。そこで、京都・奈良への修学旅行をホテルなどの費用を抑え、タクシー研修ではなく、電車・
バスの班別研修にすることで経費節減したいと考えています。



今後の予定 ２／１８（月）～２／２５（月）
完全下校

２／１８（月） Ａ日課 道 ２ ３ ４ ５ ６ 技家テスト ※テストのため部活なし １６：３０

２／１９（火） Ａ日課 ２ ３ ４ ５ ６ １５：００
※３年生の面接練習があるので下校が早く、部活もありません。

２／２０（水） Ａ日課 木５ ２ ３ ４ 学 ※テストのため部活なし １５：００

２／２１（木） A日課 １ ２ ３ ４ ５ 志 ※①～⑤テスト １７：１５

２／２２（金） A日課 木１ 木２ 木３ 木４ 金５←参観会・学級懇談会 １７：１５

２／２５（月） A日課 道 ２ ３ ４ ５ ６ 中央委員会 １７：１５

２月後半（２／１６～２８…１７：００部活終了、１７：１５下校）
３月（１７：１５部活終了、１７：３０下校）

【保護者へのお願い】
・ あと少しで１年生が終わります。やり残しがないようにしたいと思います。
各教科の課題・宿題が消化できず、溜まってしまっている生徒がいます。ぜひ御家庭でも声を掛けてく
ださい。参観会・懇談会の折に不足分がないかどうかを、ぜひ担任に確認してみてください。

・ 学校で配布された保護者宛の配布資料などは手元に届いているでしょうか。時々生徒の机や鞄の中を
見ると…かなり前に配布したプリント類がくしゃくしゃになって入っていることがあります。お知らせ
したいことが載っている大切な資料等もありますので、ぜひ確実に保護者の手元に届いて欲しいと思い
ます。

【最近気に入った言葉…】

『自分の良さを見失わず 自分の弱さと向き合う」

「自分の良さ」…って何だろう？
改めて考えてみたけど浮かびません。“目の前のこと”にただひ
たすら夢中になって取り組んでいるだけの日々でしかないよう
にも思うんです。
それに対して「自分の弱さ」はよく分かってるんですよね。
そんな弱さには…なかなか素直になれず、直す努力にも力が入
らない。時々、そんな弱さにため息が出ることもあります。
この言葉を読んだとき…まず自分自身をしっかり見つめ、しっか
りと向き合わないといけないんだよなぁ～。って考えさせられま
した。


